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中央自動車道談合坂SA入口作品展示ブース中央自動車道談合坂SA入口作品展示ブース

もえぎ寮  塚本 芳光さんもえぎ寮  塚本 芳光さん

談合坂SA上り：東京方面にもえぎ寮の作品が
豪華に展示されています。
１年を通して四季折々の作品を展示しています。
皆様ぜひお立ち寄りください。
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　令和6年１月１日に発生した能登半島地震により、亡くなられた方々へ心よりご冥福をお祈り
申し上げます。また、被災された皆様にお見舞い申し上げますとともに、被災地の１日も早い復
旧・復興をお祈り申し上げます。
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飾り寿司
　職人の方が目
の前で作ってく
れる飾り寿司に
なります。色とり
どりの具材を入れ、どのような模様になる
のか皆さん興味津々でした。完成した飾
り寿司を見た時は、拍手や歓声が上がっ
ていました。
　美味しく皆さんでいただきました。

秋の味覚祭

もえぎ祭り
　10月7日、爽やかな
秋空の下、もえぎ寮
一大イベントである
「もえぎ祭り」が開催
されました。
　保護者の皆様が４
年ぶりに参加し、短い
時間でしたが模擬店やアトラクションを共に楽しむことができ
ました。久しぶりの大きな行事でしたが、招待者・ボランティア・
保護者の皆様のご協力のもと、大成功で終わることができまし
た。

　10月27日に山梨南中学校の生徒
25名のみなさんが交流会に来てく
れました。
　元気な中学生のみなさんの歌声を聞いたり、出題されたクイズに
答えたりして楽しい時間を過ごしました。久しぶりの訪問で利用者様
もたくさんの笑顔で、その様子に職員もつられ、笑顔となる素敵な交
流会となりました。

祝敬老会　
　豊寿荘では日頃の感謝を込めて敬老
会を開催しました。豪華な料理を召し
上がり、その後は、カラオケ・昔懐かしの
映画を堪能しました。カラオケはとても
盛り上がり、映画は真剣な眼差しで見て
おられました。短い時間ではありました
が皆さんとても喜ばれていました。

秋の学園運動会！

施設行事

明生学園

豊寿荘

桃源荘

もえぎ寮

中学生との交流会中学生との交流会

　はまなし寮では、昨年までの「収穫祭」
改め「秋の味覚祭」が10月27日に実施さ
れました。栗おこわ、季節の野菜と秋鮭を
ふんだんに使った味噌汁、シャインマス
カットなど季節の果物、おひたしが提供さ
れ、利用者さま皆で秋の味覚を堪能しま
した。

repor t

日川地区文化展

　施設内もクリスマ
ス一色になり、待ちに
待ったクリスマス会
が開催されました。テーブルには、ピザやフライド
チキン、お寿司が並び、皆で美味しくいただきまし
た。また、余興ではマグロの解体ショーやスライド
ショーが行われ、歓声や拍手が上がり、楽しいクリ
スマスになりました。

　毎年恒例の学園運動会。今年も11月3日に行うこと
ができました。保護者や退園生、ボランティアの方々も来園され、賑やかな時間でした。児童
と職員混合で赤白のチームに分かれ、運動会を楽しみました。新競技も加わり、ルールを確
認しながら取り組んでいました。自由参加の借り物競争では、保護者や退園生も一緒に参加
してくださり、運動会を盛り上げてくださいました。
　また、来年も楽しい運動会ができたらいいなと思います。

　11月18日に日川公民館で開催された、第35回文化祭へ作品を出展させ
ていただきました。会場には絵手紙、手芸品、陶芸、パッチワークなどたくさ
んの作品が並んでおり、とても賑やかでした。サテライト桃源荘からは壁掛
けのクリスマスツリーや刺し子などを出展しましたが、どの作品もとっても
好評でした。地域交流の機会も兼ね、今後も作品制作に力を入れていきた
いです。

はまなし寮

サテライト桃源荘

きぼうの家

クリスマス会

Pen Relay ペンリレー
　

皆
さ
ん
は
事
業
団
に
入
社
し
た

と
き
を
覚
え
て
い
ま
す
か
？

　

大
学
を
卒
業
し
、事
業
団
に
採

用
さ
れ
早
い
も
の
で　

年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。当
時
は
、正
規
採

用
が
無
く
、契
約
職
員
の
採
用
試
験

を
受
け
、介
護
士
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。4
年
間
、き
ぼ
う
の
家

で
介
護
業
務
を
し
、事
務
局
へ
異
動

と
な
り
、今
に
至
り
ま
す
。そ
れ
ま
で

の
間
、正
規
登
用
試
験
を
受
け
正

規
と
な
り
、結
婚
、子
ど
も
が
産
ま

れ
る
な
ど
生
活
環
境
も
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
人
生
折
り
返
し

に
も
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、あ
っ
と
い

う
間
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

振
り
返
る
と
、一
緒
に
働
く
仲
間

に
た
く
さ
ん
助
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
。就
職
し
て
右
も
左
も
分
か
ら
な

い
と
き
や
業
務
で
悩
ん
で
い
た
と
き

に
、優
し
く
指
導
し
て
く
れ
た
先
輩

方
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。ま
た
、何

で
も
言
い
合
え
る
同
僚
、気
に
か
け

て
く
れ
る
先
輩
た
ち
の
お
か
げ
で
、

少
し
は
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」と
い
う
言

葉
が
あ
る
よ
う
に
、当
時
の
気
持
ち

は
ず
っ
と
胸
の
中
に
あ
り
、忘
れ
て

は
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、賛
否
両
論
あ
り
ま
す
が

「
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」の
効
果
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。お
酒
が
好
き
な
私

に
と
っ
て
は
、美
味
し
い
も
の
を
食

べ
、美
味
し
い
お
酒
を
飲
む
こ
と
が

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
つ
な
が
り
ま
し

た
。コ
ロ
ナ
前
は
、施
設
全
体
で
の
歓

送
迎
会
や
忘
年
会
だ
け
で
な
く
、

班
や
同
僚
と
の
飲
み
会
が
あ
り
、仕

事
の
相
談
や
た
わ
い
も
な
い
話
を
す

る
こ
と
で
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
れ
て
い
た
こ
と
が
普
段

の
業
務
の
連
携
に
も
繋
が
っ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。今
で
は
、な
か
な
か
飲

み
に
も
行
け
な
い
の
で
、挨
拶
を

ち
ゃ
ん
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方
法

は
何
で
す
か
？
そ
れ
ぞ
れ
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
方
法
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
切
替
を
大

事
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。私
も

美
味
し
い
も
の
、美
味
し
い
お
酒
と

家
族
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、　

年
前
と
大
き
く
変

わ
っ
た
点
が
1
つ
あ
り
ま
す
。そ
れ

は
体
重
増
加
で
す
。会
う
人
に
毎

回
、「
太
っ
た
？
」と
言
わ
れ
る
の
で
、

今
年
こ
そ
は
体
を
絞
り
ま
す
！
。

「
仲
間
の
あ
り
が
た
さ
と
共
に
」
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年
頭
の
御
挨
拶

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、健
や
か
に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
感
染
拡
大
か
ら
既
に
五
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
き
ま
し
て

は
、昨
年
五
月
、感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
五
類
へ

と
移
行
し
、世
間
で
は
多
く
の
場
面
で
日
常
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
利
用
者
様
が
多
い
事
業
団
施
設
に
と
っ
て
、

そ
の
脅
威
は
い
ま
だ
衰
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
中
、職
員
の
皆
様
が
強
い
使
命
感
の
も
と
、日
夜
、安
全
と
安
心
の
た
め
感

染
症
対
策
に
当
た
ら
れ
る
と
と
も
に
、利
用
者
様
に
生
き
が
い
や
喜
び
を
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、一
部
で
は
あ
る
も
の
の
、ご
家
族
や
保
護
者
の

皆
様
を
お
招
き
し
て
の
お
祭
り
や
行
事
を
再
開
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
、今
年
も
感
染
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
と
は
な
り
ま
す
が
、こ
う
し
た
交
流
の
機
会
を

一
層
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、事
業
団
に
お
き
ま
し
て
も
、福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
と
育
成
、経
営
の
健
全
化

な
ど
、課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、職
員
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
や
情
報
共
有
を
図

り
な
が
ら
、一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
、か
つ
、着
実
に
取
り
組
み
を
重
ね
る
こ
と
で
、こ
う
し

た
課
題
の
克
服
や
、「
利
用
者
本
位
」「
健
全
経
営
」「
地
域
貢
献
」と
い
う
事
業
団
の
基
本

理
念
の
実
現
、誰
も
が
安
心
し
て
長
く
働
け
る
職
場
づ
く
り
に
向
け
て
精
一
杯
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
、「
甲
辰（
き
の
え
・
た
つ
）」で
す
。「
甲
」は
、十
干（
じ
っ
か
ん
）の
最
初

で
あ
る
こ
と
か
ら
、生
命
や
物
事
の
始
ま
り
で
あ
り
、亀
の
甲
羅
の
よ
う
に
堅
い
殻
を
被

っ
た
、ま
だ
発
芽
し
て
い
な
い
種
の
状
態
を
意
味
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
辰
」は
、想
像
上
の
生
き
物
で
あ
る
龍（
竜
）で
あ
り
、竜
巻
や
雷
を
引
き
起
こ

す
大
自
然
の
力
強
さ
や
、成
功
・
伸
展
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
の
二
つ
の
組
み
合

わ
せ
で
、「
甲
辰
」は
、「
積
み
重
ね
た
努
力
の
種
が
成
功
の
芽
へ
と
成
長
し
、大
き
く
発
展

し
て
い
く
年
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
、事
業
団
が
よ
り
発
展
す
る
、良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、そ
し
て
、皆

様
と
皆
様
の
ご
家
族
様
に
と
っ
て
も
、幸
せ
な
一
年
、躍
進
の
一
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し

ま
し
て
、年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

理
事
長 
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夫
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プロフェッショナル ワーク
専 門 職 の 紹 介

き ぼ うの 家

「コミュニティカフェ」

「コグトレ」

「嚥下体操」

　生活の場で行うリハ職の専門性は、食事・排泄・入浴の場はもとよ
り、活動や参加の場面で展開できる支援が必要です。「やりたいこと」
や「生きがい」等への支援に結びつけるケアが求められます。
　日常生活動作の確認や、シーティング、ポジショニング、車椅子の作
製など、個別リハや集団リハなどを通し支援をしていきます。
　施設におけるリハ職は、必要な支援を継続できるようにすることが
大切です。利用者様に必要な技術や助言をしても、継続性が保たれな
ければ価値はありません。
　生活の中で活用されなければ、単なるその場限りの支援になりま
す。そのため、リハ職は、利用者様だけでなく職員への情報の発信や共
有者を増やすことが求められます。「今、何故必要なのか」を説明し、日
常のケアに役立てることです。
　「何のために、何をするのか」「誰のために、何をするのか」を、一人ひ
とりの職員が理解し、「個別支援計画」を実践する必要があります。
　シーティングを例に考えましょう。Aさんにシーティングを提供して
も、職員が理解し普段からAさんの必要なシーティングを実践しなけ
れば意味がありません。そのため、何故そのシーティングが必要なの
か職員が理解し、継続してもらう必要があります。職員は、言われたこ
とをするのではなく、何故そのシーティングをするのかを考え行動さ
れている職員が増えてきました。
　Bさんは、起立の練習が必要な人です。ベッドからの移乗、排泄場面
での移乗、入浴での移乗と日頃のケアの中で実践できることが多くあ
ります。リハ職だけが立位の練習に関わるのではなく、日ごろ生活の中
で、職員も実践することが重要です。
　また、三障害合同の施設は、障害の特性や利用者様の個性を理解
し、ケアに活かさなくてはなりません。このため、日常のコミュニケー
ションの他に、必要な情報やケアの仕方等、情報提供する研修が必要
です。

　毎年リハ職が実施している研修ですが、参加された職員は
誰もが、「考える」ことやこれから日常のケアに活かしていく
発言が見られます。日常の職員間での確認や、研修等を通し
て情報を発信することは、リハ職の役割だと思います。

きぼうの家で毎年実施している研修受講者の
感想を紹介します。

「口腔ケア研修会」

「コグトレ研修会」

●食に対する楽しさという感じ方や、口腔ケアを行っていく上でのリラックスして
もらう大切さ等、利用者様の立場を考えケアしていかなければならないと改め
て感じた。
●自分がやっていた口腔ケアが、間違っていた部分もあって見直せて良かった。
●もっと嚥下体操に対する意識を全体で上げていきたい。していない、できない
人などに付いて一緒に行ったり、教えたりしてできるようにしていきたい。

●本人の特性を理解し、どんな声掛け（支援）が有効なのか。手掛かりになるので、
日常のケアに活かせるようになるとよいと感じた。個々のストレングスを伸ば
す、好きな活動ができる機会を多く提供していきたい。
●利用者様一人ひとりの特性・性格を知ることができた。また、得意分野や本人の
強みを知ることで、支援に繋がると感じた。「考える力」を意識しながら関わりを
持ちたい。
●本人が特化していることは何なのか見極め、日ごろの関りの中で活かしていき
たいと思った。本人が育ってきた背景が、直接行動に関わっていることが少なく
ないと改めて感じた。日常の会話の中や、関わり方を少し変えたり、声掛けの仕
方も工夫することでコミュニケーションが円滑になると感じた。

「きぼうの家百歳体操」
　　　　　～気持ちが動けば体が動く～

　意思表示が少なかったり、自身で
行動がとれない方は、自分で車椅子
自走できる人と比べると、活動の場
への参加が限られていました。この
ため、活動の保障をするため、経管
グループの方々を中心に、出発した
グループ活動です。最近では、経管
以外の方の参加も多く、活動されて
います。会の会長（利用者様）が、開
催日には、会の前後で挨拶を行って
います。

「料理」「絵画」の場面
　料理や絵画は生きがいになっています。
職員はその活動を支援するため、全職員が
関わり、生きがいをサポートしています。

障害者支援施設における
プロフェッショナルの展開

「きぼうの家百歳体操」 「大きな声を出す」　　
画面を見ながら体操に集中？

「仲間と協力し合ってしよう」
皆さんの前でリーダー役を実践

【　　　　 さん】

○参加状況　25/31
◯当初は自分の回答を固守していました。令和3年8月頃よりヒント
　を受け入れ、回答し始めています。人の意見を聞き入れています。
○自分で決めたこと・思ったことは、継続しています。

◆継続的に繰り返し活動を行うことで、
　相手の話を受け入れています。
◆好きな事は継続し、日課になっていま
　す。

さん

「コグトレ」一人ひとりのまとめ（研修会資料）

カードの場面、参加者に「昔」のカードを見せ、現
在は何に変わっているか発表してもらう。

4画面の中から違いを発見する 画面の人の気持ちを参加者が考え発表する

嚥下体操場面

きぼうの家料理店開店　好きなことを続ける

「ポジショニングとシーティング研修会」
●ポジショニング・シーティングについて学ぶと、改めて「そうだったのか」と気付
かされます。初心に戻り、新たな知識を得るためにも今後も学ばせていただきた
い。利用者様の安楽のために、考える・気付ける・感じられる介護士になりたい。
●毎日の生活する上で、一番重要な事だと思う。日々、考えながら一人ひとりに
合った安楽な姿勢を考えていきたい。
●目的、意味を理解することが、大切だと改めて学んだ。まだ、正解がないからこ
そ、日々、意見交換や工夫、話し合い等が重要だと感じた。

　きぼうの家は、活動を大切にしています。「食事」「排泄」
「入浴」を通し、利用者様は安心して日常を過ごせます。こ
のケアと同様に重要な面を「活動」や「参加」として捉えて
います。今回は、きぼうの家で行われている、リハ職が活
動の場を通し支援している実際を報告します。

きぼうの家百歳体操の参加者データの抜粋

　きぼうの家百歳体操の錘は、１本200ｇで片腕1.2㎏までセットできる。各自の体力に応じ本数
を決めている。右側の黄色の部分は、前年度より増加した本数を示す。

「自分でできることは自分でしよう」
錘（おもり）を自分で外している

「水曜会（経管利用グループ）」

　このプログラムは、月に1度、利用者様と職員の垣
根を取り外し、誰もがメンバーの一員となり、コー
ヒーを飲みながらゆっくりとした時間の中で話し合

いを続けています。
コロナになる前は、
地域の人も交えた、交流の場になっていまし
たが、コロナ禍では、施設利用している人に
限定し進めています。季節の話題を、ゆっく
りとした時間の中で互いに話をする場は、貴
重な時間となっています。

　ICF（国際生活機能分類）では、活動と参加は重要
なキーワードです。コロナ禍で、各施設では活動や

参加を制限してきました。ユニットの交流を制限し、感染症の拡
大を防いできました。しかし、その中心に利用者様の「想い」は
あったのか？私たちは寄り添えてこれたのか？コロナだから、
しょうがないと、押し付けていなかったのか？改めて反省してい
ます。
　利用者Cさんに聞きました。今一番したいことは「家族と居室
で会いたい。自分の部屋でお話したい。」と。私たち職員は、利用
者様がどうしていきたいのか、想いを確認しながら、活動や参加
の支援を進めていきたいと考えます。それがプロフェッショナル
の展開に近づけると考えています。

　食事を美味しく食べるためにも、誤嚥性肺炎を予防するためにも、嚥下体
操は重要な体操です。身近な職員がビデオの被写体となり、嚥下体操を11
時から実施し、職員は個々の利用者様のフォローに入っています。 週１回開催

月１回開催

週１回開催

月3～4回開催

毎日昼食の前に開催

　この活動は、高齢者の介護予防からスタートしたもので、高知県の保健所
で開発されたツールです。これを障害者支援施設用にアレンジし、活動を進
めています。このコンセプトは、「自分でできることは自分でする」「仲間と助
け合いながら行う」「大きな声を出す」この3点を、日々確認しながら実施して
います。

　一部の利用者様は施設に入所していると、
他者への依存や自己中心的な人も見受けら
れました。このため、「自分でできることは自
分でする」ことをメインに、体操を実施して
います。また、日々の活動に継続して参加す
るには、他者からの声掛けや他の人の参加を
通し「私も参加する」意識も高まってきます。
一人では継続が困難でも、多くの仲間と一緒
に進める事は強みとなります。コロナ禍で、
大きな声を出すのを控えていました。しか
し、入所者の入院要因として、誤嚥性肺炎は高くなっています。このため、大
きな声を出し、嚥下機能力を高める機会として捉えています。
　写真のように、会場スクリーン前に、利用者がモデルとなり体操を進めてい
ます。
　また、評価票を作成し、５M自走、握力、錘の数など、数値化し見える化を
図っています。

　この活動は、児童精神科医の宮口幸治さんのテキストを基に、認知機能強
化トレーニングを実施しています。きぼうの家の入所者様の平均年齢は57.7
歳です。10代から80代まで幅広い層の利用者がいます。また、生活介護とし
て、通いのメンバーもいます。「活動」は、楽しみながらステップアップが図れ
ることが重要です。利用者様の中には、しづらいことや、対人関係が取りにく
い一面もあります。生活経験が乏しく、集団場面の経験の無い人もいます。

　若い通所者様も増える中、日々のプログラムは、メンバーに合っているの
か？一人ひとりの生活の中でのしづらさや対人関係で必要なことに目を向
け、プログラムを実践しています。
　TVを考えてみましょう。映像
が流され受け手は見ることに専
念します。刺激が強い反面、「よ
く見て考える」「想像する」こと
は、TV中心の刺激では不向き
な一面があります。また、人の表
情を読み取ったり、相手の表情
から考えることなど、人と接す
る機会がないと経験もできませ
ん。このような経験を、コグトレ
をとおし、再チャレンジする場
として活用しています。
　そして、何より職員は、利用
者様が、「何につまずいている
のか」「どんなヒントが有れば理
解できるのか」など、一人ひとり
の特性を理解し、日ごろのケア
に役立てていけます。例えば、
言葉で説明しても理解できな
い人には、視覚を交えたサポー
トや、話しかけをゆっくり、単文
で説明する等、コグトレの影響
は職員にも、利用者様にも多く
好循環が現れています。

今後の施設での
活動や参加の支援について

絵画を
いつまでも
描いていたい

きぼうの家  参事（作業療法士） 貫井信幸



　

私
は
、今
年
度
、ユ
ニ
ッ
ト
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、こ
の
介

護
ス
ッ
テ
プ
ア
ッ
プ
研
修（
上
級
）を
受
講
し
ま
し
た
。研
修
で

は
、あ
た
り
ま
え
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
、支

え
が
あ
り
、座
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
ト
イ
レ
に
座
ら
せ

る
。機
械
浴
で
は
な
く
個
浴
で
入
浴
す
る
。日
本
人
は
湯
船
に
つ

か
る
習
慣
が
あ
り
、機
械
浴
の
よ
う
に
横
に
な
っ
て
上
か
ら
覗
き

込
ま
れ
て
入
浴
す
る
習
慣
は
な
い
と
の
こ
と
で
、こ
う
し
た
あ
た

り
ま
え
の
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

研
修
で
学
ん
だ
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ

う
私
自
身
も
積
極
的
に
研
修
等
に
参
加
し
知
識
や
技
術
を
高
め
、

根
拠
の
あ
る
介
護
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、介

護
の
仕
事
は
一
人
で
は
で
き
な
い
の
で
、施
設
で
生
活
す
る
利
用

者
様
、一
緒
に
働
く
職
員
を
大
切
に
す
る
介
護
士
と
し
て
成
長
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

介
護
職
員
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
（
上
級
）

桃
源
荘

奥
脇 

一
磨

お
く
わ
き 

 
 

か
ず　
ま

介
護
士

　

今
回
勤
務
５
年
以
上
が
対
象
に
な
る
研
修
に
参
加
し
、同
期

の
方
々
だ
け
で
な
く
他
施
設
で
働
い
て
い
る
方
々
と
様
々
な
こ

と
を
討
議
す
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。私
自
身
、育
休
明
け
で
他
の
方
々
よ
り
も
現
場
に
入
っ
て
い

た
経
験
は
少
な
い
で
す
が
、中
堅
に
な
る
と
い
う
事
で
一
層
視

野
を
広
げ
て
仕
事
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は「
こ
れ
か
ら
の
事
業
団

の
在
り
方
」に
関
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
が
事
前
に
考
え
て
き
た
事
を

話
し
合
い
ま
し
た
。ま
た
、他
施
設
の
労
働
環
境
等
の
情
報
を
聞

く
こ
と
が
で
き
て
、と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

中
堅
職
員
研
修
（
Ⅰ
）

桃
源
荘

野
武 
彩
花

の　

た
け　

 
あ
や　

か

介
護
士

　

パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
は
理
解
し
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
さ
ら

に
細
か
く
な
り
、言
い
回
し
等
に
も
気
を
付
け
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。カ
ス
ハ
ラ
は
防
ぐ
こ
と
が
難
し
い

と
思
い
ま
す
。職
員
同
士
の
情
報
共
有
や
、誰
か
一
人
が
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、ま
た
、自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力（
感

情
的
に
な
ら
な
い
・
相
手
の
挑
発
に
乗
ら
な
い
）も
関
わ
っ
て
く
る

と
感
じ
ま
し
た
。　　

  

　

加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
視
点
は
重
要
だ
と

感
じ
ま
す
。時
代
と
と
も
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
細
か
く
細
分
化
さ

れ
、表
現
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修

明
生
学
園

市
川 

順
子

い
ち
か
わ　

 

じ
ゅ
ん
こ

心
理
療
法
士

　

日
々
、業
務
を
こ
な
し
て
い
く
中
で
、感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
と
い
う
こ
と
は
介
護
士
と
し
て
最
も
大
事
な
要
素
の
一
つ

だ
と
思
う
と
同
時
に
、最
も
難
し
く
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
と
い
う

こ
と
で
、怒
り
の
部
分
が
ど
う
し
て
も
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
が

ち
で
す
が
、日
々
の
疲
れ
や
苦
し
み
、悩
み
な
ど
の
様
々
な
要
素

に
起
因
し
怒
り
と
い
う
感
情
が
発
生
し
ま
す
。こ
の
要
素
を
払

拭
す
る
こ
と
こ
そ
根
本
的
な
解
決
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。仲

間
に
目
を
配
り
、異
常
を
察
知
し
、傾
聴
し
、受
容
し
、共
感
す
る

な
ど
良
質
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、怒
り
の
原
因
を

解
消
す
る
こ
と
で
、安
全
で
レ
ベ
ル
の
高
い
介
護
の
実
践
に
も

つ
な
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。ま
ず
は
自
分
が
率
先
し
て
良
質

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
し
、皆
に
波
及
さ
せ
、利
用
者

様
・
職
員
の
笑
顔
が
絶
え
な
い
温
か
み
の
あ
る
施
設
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
温
か
み
の
あ
る
施
設
を
目
指
し
て
」

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

サ
テ
ラ
イ
ト
桃
源
荘

舟
久
保 
好
孝

ふ
な

く　

ぼ　
　

よ
し
た
か

介
護
士

　

今
回
の
研
修
で
は
人
手
不
足
の
原
因
を
見
極
め
る
事
の
大
事

さ
、ま
た
中
堅
ク
ラ
ス
の
職
員
が
今
後
ど
う
仕
事
を
し
て
い
く
の

か
と
い
う
考
え
方
を
学
ん
だ
。人
手
不
足
に
つ
い
て
は
、人（
能

力
）が
足
り
な
い
の
か
、手（
作
業
効
率
）が
足
り
な
い
の
か
を
見

極
め
、人
材
育
成
を
行
う
。新
人
育
成
に
つ
い
て
も
そ
の
流
れ
や

外
部
研
修
が
大
事
だ
と
思
っ
た
。

　

今
後
の
働
き
方
に
つ
い
て
は
、リ
ー
ダ
ー
に
な
る
人
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、リ
ー
ダ
ー
に
な
ら
な
い
職
員
も
先
輩
職
員
と
し
て
新
人

育
成
や
年
下
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
点
は
重
要
だ
と
思
っ
た
。主
任
や
リ
ー
ダ
ー
と

新
人
を
繋
ぐ
役
割
も
担
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

新
人
育
成
や
リ
ー
ダ
ー
育
成
、リ
ー
ダ
ー
の
や
る
べ
き
こ
と
は

今
回
の
研
修
で
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。職
員
の
見
極
め
を
し
っ

か
り
お
こ
な
い
、育
成
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
活
か
し
て
い

き
た
い
。

「
中
堅
職
員
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
」

介
護
職
員
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
（
中
級
）

サ
テ
ラ
イ
ト
桃
源
荘

井
田 

憲
治

い　

だ　
　

け
ん　

じ

介
護
士

　

人
間
の
自
然
な
動
き
や
基
本
を
理
解
す
る
こ
と
で
、利
用
者

さ
ん
と
っ
て
も
、介
護
者
に
と
っ
て
も
体
の
負
担
軽
減
に
繋
が

る
こ
と
を
改
め
て
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
、介

護
職
員
の
仕
事
は「
利
用
者
さ
ん
に
元
気
に
な
っ
て
も
ら
う
」こ

と
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
の
で
、こ
れ
か
ら
の
介

助
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

介
護
技
術
研
修

は
ま
な
し
寮

河
野 

淳
一

こ
う　
の　
　

じ
ゅ
ん
い
ち

介
護
士

　

久
し
ぶ
り
の
研
修
で
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
と
い
う
こ
と

で
少
し
残
念
で
し
た
が
、ほ
か
の
施
設
の
方
の
元
気
な
顔
を
見

る
こ
と
が
で
き
て
、嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
の
研
修
は
、今
ま
で
に
な
い
新
し
い
視
点
で
中
堅
職
員

と
し
て
の
役
割
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
数
字
感
覚
を
磨
く
」 

１
床
、空
床
が
あ
る
と
、ど
れ
く
ら
い
、本

来
得
ら
れ
る
利
益
が
失
う
の
か
。稼
働
率
95
％
は
高
い
数
字
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、１
床
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
後
、さ
ら
な
る
人
材
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。介
護

福
祉
の
経
営
環
境
も
複
雑
に
な
っ
て
お
り
、限
ら
れ
た
人
材
で

成
果
を
上
げ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。中
堅
職
員
と
し

て
、今
ま
で
よ
り
短
い
期
間
で
新
人
職
員
を
育
て
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
や
求
め
ら
れ
る
ス
タ
ン
ス
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

中
身
が
濃
く
、理
解
す
る
の
が
難
し
い
研
修
で
し
た
。講
師
の

先
生
か
ら
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
自
分
な
り
に
考
え
、今
後
の
仕

事
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

中
堅
職
員
研
修
（
Ⅱ
）

も
え
ぎ
寮

真
田 

竜
太

さ
な　

だ　
　

り
ゅ
う
た

支
援
員

　

講
義
の
中
で
例
を
交
え
な
が
ら
紹
介
、説
明
し
て
い
た
だ
き
、

中
堅
職
員
と
し
て
ど
の
よ
う
な
能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

を
、よ
り
具
体
的
に
理
解
で
き
た
と
思
い
ま
す
。２
時
間
と
い
う

設
定
時
間
の
中
で
、少
し
飛
ば
し
飛
ば
し
な
感
じ
も
あ
っ
た
の

で
、も
っ
と
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
い
う
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
し
た
。自
分
の
中
で
、数
字
力
と
い
う
部
分
に
あ
ま

り
意
識
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、手
近
な
と
こ
ろ(

例
え
ば

普
段
、現
場
で
使
っ
て
い
る
オ
ム
ツ
は
一
個
い
く
ら
か)

な
ど
か

中
堅
職
員
研
修
Ⅱ　

豊
寿
荘

小
松 

拓
馬

こ 
 

ま
つ　
　
た
く　

ま

介
護
士

職
員

研
修
報
告

職
員
研
修
報
告

　

入
職
前
の
イ
メ
ー
ジ
と
実
際
の
状
況
の
違
い
か
ら
生
じ
る
焦

燥
感
や
不
安
を
感
じ
た
経
験
は
誰
に
で
も
あ
る
事
を
学
び
、私

は
安
心
し
て
今
後
も
職
場
環
境
に
適
応
し
、介
護
福
祉
士
と
し

て
の
使
命
を
果
た
し
、高
品
質
な
介
護
を
提
供
し
て
い
け
る
と

実
感
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
と
技
術
の
講
習
も
、と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。私
の
職
場
に
は
信
頼
で
き
る
上
司
と

先
輩
た
ち
が
揃
っ
て
お
り
、そ
の
恩
恵
を
最
大
限
に
活
か
す
た

め
に
、報
告
、連
絡
、相
談
を
徹
底
的
に
実
行
し
て
い
き
、適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、足
手
ま
と
い
に
な
ら
な
い
よ
う
、

精
進
し
続
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、私
の
努
力
の
成
果
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
利
用
者

様
に
還
元
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。利
用
者
様
の
幸
福
と
健

康
を
支
え
る
こ
と
が
私
の
喜
び
で
あ
り
、こ
の
研
修
を
通
し
て
、

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
を
再

認
識
で
き
ま
し
た
。

「
研
修
の
成
果
に
よ
る
利
用
者
様
支
援
へ
の
期
待
」

新
任
職
員
研
修
Ⅰ
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

き
ぼ
う
の
家

長
田 

修
二

お
さ　

だ　
　

し
ゅ
う
じ

介
護
士

ら
、調
べ
て
み
て
、そ
こ
か
ら
無
駄
な
こ
と
、足
り
て
な
い
こ
と

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、よ
り
効
率
的
な
仕
事
を
し
て

い
く
こ
と
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
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おおかつ 　ゆきのり

もえぎ寮
支援員

大勝 幸法さん

なかむら　　み　な

もえぎ寮
栄養士

中村 美菜さん

この仕事のモチベーションは何ですか？

利用者さんに「ありがとう」と一言もらうだけで頑張ろ
うという気持ちになれます。また、もえぎ寮では駐車場
に着くと利用者さんが笑顔で手を振って出迎えてくれ
て朝から元気な気持ちになります。

好きなスポーツは何ですか？

バスケットボールです。プレーするのも観るのも好きで
すが、コロナ禍になってからはプレーする機会が減って
寂しいです。観る方はNBAに日本人選手が2名もいる
のでさらに楽しくなりました。2人とも優勝を狙える
チームにいるので頑張って欲しいです。

海外に行くならどこに行きたいですか？
アメリカです。NBA観戦をしたいです。ジャパンゲーム
で観戦した事はあるんですが、本場のアメリカで観戦す
るのが夢です。

休日の過ごし方は？

子供も休みの日には公園に行ったりして子供と遊んで
います。それ以外は映画を観たり、家でだらだらと過ご
していることが多いです。
好きな映画はありますか？

たくさんあります。ベタですが、スターウォーズ、バック・
トゥー・ザ・フューチャー、ショーシャンクの空に、バタフ
ライ・エフェクトなんかが好きです。
日頃のストレス解消法はなんですか？

バスケとお酒とカラオケ
です。最近はカラオケに
全く行けていないので、
お酒を飲みながら友達と
楽しくカラオケがしたい
です。

最近買った一番高いものは
何ですか？

車です。以前乗っていた
車も手放したくなかった
んですが、子供が生まれ
たことをきっかけに変え
ることにしました。

どうして事業団を選びましたか？

短大卒業とはまなし寮の開設が
一緒で、バイト先の社長が紹介し
てくれたのがきっかけです。

学生と社会人でバスケットボー
ルをずっとやってきた影響もあ
るかと思いますが一番大事なの
は「チームワーク」だと思います。

農園芸とゴルフです。農業はもえぎ寮の授産体験の影
響です。野菜作りは最高に楽しいし、花植えは心身共に
癒されます。
ゴルフは、３０歳ぐらいから始めました。今も事業団内の
他施設の職員と一緒にラウンドさせてもらっています。

あなたにとってのアナザースカイは？
プロバスケチーム宇都宮ブレックスのホームコートであ
る「ブレックスアリーナ宇都宮」です。バスケの迫力もで
すが、４５００人全員揃った大迫力の応援とクラップは感
動モノです。コロナになってからは行けてないので、今
シーズンこそは行きたいです。
今年はどんな年でしたか？

スポーツニュースが盛り上がった１年でした。ＷＢＣの優
勝に大谷選手のＭＶＰ、男子バスケのパリ五輪切符獲得
に阪神タイガースの優勝。スポーツから元気をもらった
１年でした。
休日の過ごし方は？

小学生のバスケットボールチームの指導をしています。
試合の勝敗は仕事にも影響してます(笑)

事業団内に仲の良い友達はいますか？

プロバスケの試合やライブに一緒に行ったり、お互いに
お酒好き。　事務局の大堀さんです。

社会人になってから始めたこと・
趣味を教えてください？

この仕事には何が大事だと思い
ますか？

Staf f Interview
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　2023年は夏が終わっても暑い日が続きましたが、気
付けば冬がやってきて、あっという間に年が明けてしま
いました。
　皆さん、体調等お変わりはありませんか？各施設にお
かれましても、クリスマスやお正月にちなんだイベント
など、利用者様と一緒に素敵な冬を過ごされたことかと
思います。
　寒さや感染症に負けず、充実した冬の
季節をお過ごしください。

編
集
後
記

はまなし寮

吉井美優

お願い！！一緒に働く仲間を紹介してください。
友人、知人、親族、元同僚、後輩など是非、ご紹介下さい！

介護士（豊寿荘、桃源荘、サテライト桃源荘、きぼうの家、はまなし寮） 
山梨県社会福祉事業団 TEL 055-288-1018

正規職員として採用された場合３０，０００円1
フルタイムの契約職員として採用された場合２０，０００円2
②以外の契約職員として採用された場合１０，０００円3

募集職種  

お問合せは、各施設庶務担当
　又は事務局 和田・秋山まで ※職員紹介報奨実施要綱に基づいて支給いたします。

※採用日から1か月経過以降も
在籍している場合に支給。

紹介
してくれた
職員に支給！

紹介
してくれた
職員に支給！

職員紹介
報奨金 職員互助会

グラウンドゴルフ
大会

　令和5年10月22日（日）に若草総合スポーツ公園で
4年ぶりの職員グラウンドゴルフ大会を開催しまし
た！汗ばむほどの良い天気で、職員のご家族にもたく
さん参加していただき、とても良い大会になりまし
た。来年も開催しますので、是非、ご参加ください。
　お待ちしてます。

職員互助会
グラウンドゴルフ

大会

何か資格を持っていますか？

介護福祉士をもっています。

自慢できる持ち物はありますか？

好きな食べ物は何ですか？

蒙古タンメンです。

学生時代どんな部活に所属していまし
たか？
中、高でバスケットボール部です。

あなたの趣味は？

PS5でオンラインゲームです。

お酒は何が好きですか？

ビールと焼酎（ウーロン割り）。
あとハイボールも好きです。

お酒のつまみで好きなものは何ですか？

辛い物系とか漬物が好きです。

何か資格を持っていますか？

介護福祉士をもっています。

自慢できる持ち物はありますか？

車です。特にスバルが好きで、今
も愛車はレヴォーグです。
車です。特にスバルが好きで、今
も愛車はレヴォーグです。

好きな食べ物は何ですか？

蒙古タンメンです。

学生時代どんな部活に所属していまし
たか？
中、高でバスケットボール部です。

あなたの趣味は？

PS5でオンラインゲームです。

お酒は何が好きですか？

ビールと焼酎（ウーロン割り）。
あとハイボールも好きです。

お酒のつまみで好きなものは何ですか？

辛い物系とか漬物が好きです。

あなたは猫派？犬派？

猫派です。

飼っているペットはいますか？飼おうと
思った理由は何ですか？

猫を飼っています。野良猫が子供を産んで
親元を離れてしまったのを保護しました。

生まれ変わったら何になりたいですか？

自由に生きる猫になりたいです。

一押しのお店はありますか？

酒折駅前のやみつきクレープヒロシです。

色々ありましたが、やっぱりクレープヒロ
シのクレープが一番美味しかったです。
よく行くお店はありますか？
クレープヒロシによく行っています。行っ
た事がない方は是非行ってみて下さい。
山梨学院大の近くにありますよ。

最近食べて美味しかったものを教えて
下さい。

あなたは猫派？犬派？

猫派です。

飼っているペットはいますか？飼おうと
思った理由は何ですか？

猫を飼っています。野良猫が子供を産んで
親元を離れてしまったのを保護しました。

生まれ変わったら何になりたいですか？

自由に生きる猫になりたいです。

一押しのお店はありますか？

酒折駅前のやみつきクレープヒロシです。

色々ありましたが、やっぱりクレープヒロ
シのクレープが一番美味しかったです。
よく行くお店はありますか？
クレープヒロシによく行っています。行っ
た事がない方は是非行ってみて下さい。
山梨学院大の近くにありますよ。

好きな食べ物は何ですか？

どんな時に幸せを感じますか？

やっぱりクレープヒロシのク
レープを食べている時が幸せ
です。

好きな食べ物は何ですか？
クレープヒロシのクレープが
大好きです。生クリームがと
ても濃厚ですが、後味はさっ
ぱりしていてとても美味し
です。

クレープヒロシのクレープが
大好きです。生クリームがと
ても濃厚ですが、後味はさっ
ぱりしていてとても美味し
です。

どんな時に幸せを感じますか？

やっぱりクレープヒロシのク
レープを食べている時が幸せ
です。

……………………………………………………………

こばやし　いさお

桃源荘
介護士

小林 勲さん

にしの　ふみえ

桃源荘
看護師

西野 史江さん

最近食べて美味しかったものを教えて
下さい。

謹
賀
新
年

今
年
も
広
報
よ
ろ
し
く
お
願
し
ま
す
。

広
報
部
会
員
よ
り


